
● 粒径分布測定［レーザー回折／光散乱］ 

Measurement of particle size distribution [Laser diffraction/Optical scattering]  

 

[概  要] 

粒子径の表現には種々の定義のものがあります。球形粒子ならばそれらは常に直径に等しい値をもちます

が、非球形粒子では定義によって値が異なります。粒子にレーザー光を照射して、その散乱光強度や回折像

をとらえることによって粒子の大きさを知ることができます。この方法によって得られた粒子サイズは光学

的相当径と呼ぶべき粒径ですが、幾何学的な大きさや、流体抵抗によって決まる粒径(たとえば Stokes 径)と

は定量的な関係はありません。 

 

[測定原理/測定法] 

粒子にレーザー光を照射して、小粒径域でその散乱光強度が粒径に依存すること、および大粒径域で回折

像が粒径に依存することを利用して粒径分布を求めます。測定装置は粒子サイズ既知の球形単分散粒子(ラテ

ックス粒子)を用いてあらかじめ校正しています。着目している非球形粒子に対して、ラテックス粒子と同じ

散乱光強度や回折像が得られた時に、着目粒子の大きさがそのラテックス粒子の大きさに等しいとして粒径

分布を求めます。 

 

[測定範囲] 

湿式レーザー回折では粒径 0.023～2000µm、乾式レーザー回折では 0.265～2000µm、又ナノ粒径では 0.8～

6000nm の範囲の体積基準の粒径分布が測定できます。液相中の粒子、乾燥粒子ともに測定が可能です。 

液相中の粒子が凝集している場合では超音波によって凝集体を分散させ、凝集体を構成する一次粒子の粒

径分布を測定することも可能です。 

 

[活用事例] 

１．気相中・液相中の粒子の基本物性。 

２．一次粒子サイズの評価。 

３．凝集体の構造評価。 

４．無機物・有機物を問わず医薬品、農薬、染顔料、飼料、添加剤、充てん剤、セラミック、セメント、

樹脂、金属粉末などのあらゆる粉粒体に適用が可能です。 
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[関連技術] 

・粒径分布[電気抵抗／コールターカウンター式] （TN-130） 

https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/pdf/tn130.pdf 

・粒径分布[重力／遠心沈降法] （TN162） 

https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/pdf/tn162.pdf 

・粒径分布[乾式篩法] （TN379） 

https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/pdf/tn379.pdf 

 

 

 

 

当社ホームページ ：https://www.scas.co.jp/ 
技術事例 ：https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/  
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